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1．序
本稿では，軽動詞と事象名詞のコロケーションについて，仮説を提示し，
その仮説の検証を試みる。本稿では，3つのことを前提とする。1つめは，
軽動詞と事象名詞のコロケーションにプロトタイプ理論を援用することであ
る。なぜなら，同じ意味グループに属す事象名詞であっても，コロケーショ
ンの容認度に差が生じる場合，事象名詞の典型性の差が影響していることが
考えられるからである。2つめは，基本動詞 have / take / give の意味は，軽
動詞の用法に継承されるということである。なぜなら，もし一般動詞と軽動
詞の意味を別々に記述すると，語彙部門が複雑になるからである。3つめは，
軽動詞と基本動詞の意味から，両者のコロケーションを予測できるというこ
とである。なぜなら，軽動詞と基本動詞には選択制限があり，この現象は恣
意的，無秩序なものでないと考えられるからである。
2．意味分類
2-1．軽動詞
本節では，基本動詞 have / take / giveの意味を概説する。動詞はさまざま
な意味を持つ多義語であるため，意味に階層がある。そのため，動詞の意味
分類には樹形図を採用する。樹形図における下位概念は，その上位に置かれ
るそれぞれの概念を含んでいることを示す。したがって，最上位に示される
概念は，全ての概念に含まれる意味のコアであることを示す。勝部（2018）
では，田中（1990）と小西（2016）のコア理論に基づき，基本動詞の意味を
記述した。各動詞の意味の記述は，勝部（2018）における意味の記述に基づ
いているが，本稿では各概念を表す用語を変更する。
2-1-1． have
基本動詞 haveの意味を表す樹形図を以下に示す。
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＜図　1＞
「近接」は，何かと何かが近くにある関係を表す。「所有」は，何かを自分の
ものとして保っている状態を表す。「入手」は，何かを自分のものに変化さ
せることを表す。＜図 1＞の各下位概念の特徴を以下に示す。
下位概念 特徴
物の所有 具象物を自分のものとして保っている状態
ことの所有 抽象物を自分のものとして保っている状態
経験の所有 五感を通して得られたことを自分のものとして保っている状態
摂取 飲食物などを体内に取り込み，自分のものに変化させること
状態の入手 対象となるものの状態を変化させること
＜表　1＞
「物の所有」の具体例として挙げる have a car は，車を自分のものとして保っ
ている状態を表す。「ことの所有」の具体例として挙げる have an impression 
は，印象を自分のものとして保っている状態を表す。「経験の所有」の具体
例として挙げる have a haircut は，散髪するということを自分のものとして
保っている状態を表す。「摂取」の具体例として挙げる have bacon and eggs 
は，ベーコンエッグを体内に取り込むことを表す。「状態の入手」の具体例
として挙げる have my car repaired は，自分の車の状態を修理された状態に
変化させることを表す。
2-1-2． take
基本動詞 take の意味を表す樹形図を以下に示す。
近接
所有 入手
物の所有 ことの所有 経験の所有 摂取 状態の入手
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＜図　2＞
「接近」は，自分から離れたところにあるものを近づけること表す。「獲得」は，
何かを自らの働きによって自分のものに変化させることを表す。「活動」は，
自分の身体の動きを変化させることを表す。「必要」は，何かに求められる
ものに変化させることを表す。勝部（2018）における take の意味の記述では，
「行為」の上位概念として，＜図 2＞の「獲得」にあたる「とる」を採用したが，
本稿では「活動」に変更している。なぜなら，「行為」は取り入れるもので
はなく，自分の身体の動きを変えることであると考える方が，自然であるか
らである。この場合，「活動」は「獲得」などの意味と比較すると，コアの
意味が薄くなっていると考えられるが，「接近」が表す自分から離れたとこ
ろにあるものを近づけるという動きの動作性を継承していると考えられる。
＜図 2＞の各下位概念の特徴を以下に示す。
下位概念 特徴
物の獲得 具象物を手で掴み，自分のものに変化させること
受容 思考などを受け入れ，自分のものに変化させること
摂取 飲食物などを体内に取り込み，自分のものに変化させること
行為 身体を動かすこと
時間・労力・
場所の必要
時間・労力・場所を活動などのために取り込まれるものに変化
させること
＜表　2＞
「物の獲得」の具体例として挙げる take a glass は，グラスを手で掴むことを
表す。「受容」の具体例として挙げる take advice は，忠告を受け入れること
を表す。「行為」の具体例として挙げる take action は，何かのために動き始
めることを表す。「摂取」の具体例として挙げる take a meal は，食事を体内
接近
獲得 必要
物の獲得 受容 摂取 行為 時間・労力・場所の必要
活動
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に取り込むことを表す。「時間・労力・場所の必要」の具体例として挙げる 
take two hours は，2時間が何かをするために取り込まれることを表す。
2-1-3．give
基本動詞 giveの意味を表す樹形図を以下に示す。
＜図　3＞
「放出」は，自分の内部にあるものを外部へ出すことを表す。「授与」は，自
分のものを誰かのものに変化させることを表す。「活動」は，自分の身体の
動きを変化させることを表す。「活動」については，「授与」と比較すると，
コアの意味が薄くなっていると考えられるが，「放出」が表す内部にあるも
のを外へ出すという動きの動作性を継承していると考えられる。＜図 3＞の
各下位概念の特徴を以下に示す。
下位概念 特徴
物の授与
自分のものとして保っている具象物を誰かのものに変化させ
ること
ことの授与
自分のものとして保っている思考などの抽象物を何か・誰か
のものに変化させること
音声の授与
自分のものとして保っている声や言葉などを誰かのものに変
化させること
行為 身体を動かすこと
＜表　3＞
勝部（2018）においては，「行為」は活動をもって感情などを外部へ放出す
ることであるとしたが，give chaseなど，感情などを放出することを表すと
考えられない活動があるため，「行為」は身体を動かすことであるという規
定に変更した。「物の授与」の具体例として挙げる give an apple は，自分が
授与 活動
物の授与 ことの授与 音声の授与 行為
放出
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持つリンゴを誰かに与えることを表す。「ことの授与」の具体例として挙げ
る give a chance は，自分が持つ機会を誰かに与えることを表す。「音声の授
与」の具体例として挙げる give a speech は，スピーチを誰かに与えること
を表す。「行為」の具体例として挙げる give chase は，先に進むものに行き
着こうと身体を動かすことを表す。
2-2．事象名詞
勝部（2016）では，Stein and Quirk（1991）に一部基づいた勝部（2015） 
の意味分類に修正を加えたものを利用し，give / takeと共起する事象名詞の
意味分類を行った。事象名詞には多義性がないため，意味分類には一次元の
配列を採用する。意味分類とその特徴を以下に示す。
意味グループ 特徴 典型例
生理的活動 体の働き・機能などに関わる活動 sleep
情緒的反応 感情の動きによって起こる反応 laugh
知覚 見る，聴く，嗅ぐなどの活動 look
食物摂取 食べ物などの消費に関わる活動 drink
心的活動 こころに関する活動 think
接触活動 人や物と触れる活動 touch
言語活動 音声などによる言葉に関わる活動 chat
公的活動 おおやけに行われる活動 show
記録活動 物事を将来のために記録する活動 note
身体ケア 身体のケアを目的とする活動 wash
運動 自ら体を動かし，空間内の位置を変える活動 swim
＜表　4＞
勝部（2016）においては，≪食物摂取≫の典型例として sip，≪接触活動≫の
典型例として hug を挙げたが，≪食物摂取≫の典型例としては drink，≪接
触活動≫の典型例としては touch の方が適当であると考えるため，＜表 4＞
においては drink に変更している。
各意味グループの成員には，典型例として挙げた事象名詞のような典型的
な成員とそうでない成員が混在している。カテゴリーにおける最も典型的な
成員は，プロトタイプと呼ばれ，周辺的な成員はカテゴリーらしさが薄れる
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と考えられている。各意味グループにおける典型的な事象名詞について，概
説する。≪生理的活動≫に属す piss, shit, sleep は，人間の体の働きに関わ
る生理現象であるため，プロトタイプであると考えられる。≪情緒的活動≫
に属す cry, laugh, smile は，他の事象名詞と比較すると，通例意図的に身体
を動かすことなく，感情の動きによって自然と起こることを表すため，プロ
トタイプであると考えられる。≪知覚≫に属す look, smell は，他の事象名
詞と比較すると，知覚に関わる一般的な動きを表しているため，プロトタイ
プであると考えられる。≪食物摂取≫に属す drink は，他の事象名詞と比較
すると，摂取する量などに関わらない，飲む動き全般を表しているため，プ
ロトタイプであると考えられる。≪接触活動≫に属す touchは，他の事象名
詞と比較すると，触れること以外の動作が含まれないため，プロトタイプで
あると考えられる。≪言語活動≫に属す chat, talk は，特殊な様態ではなく，
話すこと全般を表すため，プロトタイプであると考えられる。≪公的活動≫
に属す show は，常に公の場で複数人によって行われることを表すため，プ
ロトタイプであると考えられる。≪記録活動≫に属す noteは，特殊な機材
を必要とせず，紙やペンなどがあれば誰もが行える一般的な活動であるため，
プロトタイプであると考えられる。≪運動≫に属す swim, walkは，自分の
身体を動かす，空間内の位置を変える，自分の力によって位置を変える，健
康の維持や楽しみを目的とするなど，≪運動≫に属す成員に求められ得る属
性を全て持っているため，プロトタイプであると考えられる。
3．仮説の提示
本章では，軽動詞 have / take / give と共起する事象名詞について，仮説を
提示する。
3-1．仮説Ⅰの提示
have のコアである「近接」は，何かと何かが近くにある関係を表す。＜表
4＞の全ての意味グループが表す活動は，日常的な生活に密接に関係し，人
の近くにあるふるまいを表す。have と共起する事象名詞についての仮説を
以下に示す。
仮説Ⅰ：have は全ての事象名詞と共起する。
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3-2．仮説Ⅱの提示
take のコアである「接近」は，自分から離れたところにあるものを自分に
近づけることを表す。＜表 4＞の≪知覚≫は，目に見えるものや香りなど，
外界の情報を見分け，自分の情報に変化させることを表す。＜表 4＞の≪食
物摂取≫は，外界にある飲食物を自分の体内にあるものに変化させることを
表す。take と共起する事象名詞についての仮説を以下に示す。
仮説Ⅱ： take は≪知覚≫，≪食物摂取≫，≪記録活動≫に属す事象名詞と共
起する。
3-3．仮説Ⅲの提示
give のコアである「放出」は，自分の内部にあるものを外部へ出すことを
表す。＜表 4＞の≪情緒的反応≫は，自分の内部に存在する感情を外面的な
動きへ変化させることを表す。＜表 4＞の≪接触活動≫は，自分の内部に存
在する感情や意志を，物あるいは人へ触れようという働きかけに変化させる
ことを表す。＜表 4＞の≪言語活動≫は，自分の身体から出ることばを通じ
て伝わる情報を，誰かのものに変化させることを表す。＜表 4＞の≪公的活
動≫は，自分の内部に存在する意志や考えなどを，公の場でのふるまいへ変
化させることを表す。give と共起する事象名詞についての仮説を以下に示す。
仮説Ⅲ： give は≪情緒的反応≫，≪接触活動≫，≪言語活動≫，≪公的活動≫
に属す事象名詞と共起する。
4．仮説の検証
本章では，収集したデータと照らし合わせ，仮説Ⅰ，仮説Ⅱ，仮説Ⅲ
の妥当性を検証する。使用するデータは，The Corpus of Contemporary 
American Englishから抽出された軽動詞構文と，そのデータにおける軽動詞 
have / take / give を交替させた例文を基本とし，母語話者による判定を受け
たものである。
4-1．仮説Ⅰの検証
軽動詞 have と＜表 4＞に示される事象名詞とのコロケーションを調査し
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た。次の資料を観察しよう。
意味グループ 事象名詞
生理的活動 cough, dream, nap, rest, piss, shit, sleep
情緒的反応 cry, grin, laugh, nod, sigh, smile, ?shrug, ?wink 
知覚 glance, look, smell, sniff, taste, ?peek, ?peep
食物摂取 bite, drink, dose, puff, sip, smoke, whiff, ?gulp, ?swig
心的活動 check, try, think, guess
接触活動 hug, kiss, touch, tug, yank, ?ﬂick, ?grasp, ??shove
言語活動 chat, ﬁght, shout, talk, yell, ?cheer
公的活動 play, show, vote, *bow
記録活動 ?note, ?scan
身体ケア wash
運動 drive, ride, stroll, swim, trek, walk, ?stride
＜表　5＞
仮説Ⅰの予測に反して，＜表 4＞に示される≪記録活動≫に属す事象名詞と 
have とのコロケーションについては，容認度が下がったが，≪記録活動≫
以外の意味グループに属す事象名詞とのコロケーションが容認された。しか
しながら，≪情緒的反応≫，≪知覚≫，≪食物摂取≫，≪接触活動≫，≪言
語活動≫，≪公的活動≫，≪記録活動≫，≪運動≫に属す一部の事象名詞と 
have とのコロケーションについては，容認度が下がった。
4-2．仮説Ⅱの検証
軽動詞 take と＜表 4＞に示される事象名詞とのコロケーションを調査し
た。次の資料を観察しよう。
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意味グループ 事象名詞
生理的活動 nap, rest, piss, shit, * cough, *dream, * sleep
情緒的反応 sigh, ?nod, ?wink, ??shrug, * cry, *grin, * laugh, * smile
知覚 glance, look, smell, sniff, taste, peek, peep
食物摂取 bite, drink, dose, gulp, sip, smoke, swig, whiff, puff
心的活動 guess, ?check, ??try, ??think
接触活動 grasp, ?ﬂick, ?hug, ?yank, ??shove, ??touch, ??tug, *kiss
言語活動 ??cheer, ??ﬁght, ??shout, * chat, * talk, *yell
公的活動 bow, vote, ?show, *play
記録活動 note, scan
身体ケア ?wash
運動 drive, ride, stroll, swim, trek, walk, stride
＜表　6＞
仮説Ⅱが予測する通り，≪知覚≫，≪食物摂取≫，≪記録活動≫の意味グルー
プに属す事象名詞と take とのコロケーションが容認された。しかしながら，
仮説Ⅱに示した意味グループの他に，≪生理的活動≫，≪情緒的反応≫，≪心
的活動≫，≪接触活動≫，≪公的活動≫，≪運動≫に属す事象名詞とのコロ
ケーションが容認された。
4-3．仮説Ⅲの検証
軽動詞 give と＜表 4＞に示される事象名詞とのコロケーションを調査し
た。次の資料を観察しよう。
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意味グループ 事象名詞
生理的活動 ?piss, ??cough, ??nap, *dream, * rest, * shit, * sleep
情緒的反応 cry, shrug, sigh, wink, ?laugh, ??grin, ??nod, ??smile 
知覚 glance, look, ?peep, ?smell, ?sniff, ??taste, ??peek
食物摂取 puff, ??sip, ??whiff, *bite, *drink, *dose, *gulp, * smoke, * swig
心的活動 try, ?guess, ??check, * think
接触活動 ﬂick, grasp, hug, kiss, shove, tug, ?yank, ??touch
言語活動 cheer, shout, talk, yell, ?chat, ?ﬁght
公的活動 bow, show, ?vote, ??play
記録活動 ?scan, ??note
身体ケア ??wash
運動 ??drive, ??stride, ??trek, * ride, * stroll, * swim, *walk
＜表　7＞
仮説Ⅲが予測する通り，≪情緒的反応≫，≪接触活動≫，≪言語活動≫，≪公
的活動≫に属す事象名詞と give とのコロケーションが容認された。しかし
ながら，これらのグループに属す一部の事象名詞と give とのコロケーショ
ンケーションについては，容認度が下がった。また，仮説Ⅲに示された意味
グループの他に，≪知覚≫，≪食物摂取≫，≪心的活動≫に属す一部の事象
名詞と give とのコロケーションが容認された。
5．プロトタイプ理論の援用
4章において，仮説を検証した結果，仮説の予測に反するデータが観察さ
れた。本章では，プロトタイプ理論を仮説Ⅰ，仮説Ⅱ，仮説Ⅲに援用する。
5-1．仮説Ⅰへの援用
仮説Ⅰが予測する通り，have は≪生理的活動≫，≪心的活動≫，≪身体ケ
ア≫に属す全ての事象名詞と共起したため，仮説Ⅰの予測に反して， have と
の共起が容認されなかった事象名詞の意味グループにプロトタイプ理論を援
用する。≪情緒的活動≫のプロトタイプである cry, laugh, smile は have と共
起した。≪知覚≫のプロトタイプである look, smell は have と共起した。≪食
物摂取≫のプロトタイプである drink は have と共起した。≪接触活動≫のプ
ロトタイプである touch は have と共起した。≪言語活動≫のプロトタイプ
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である chat, talk は have と共起した。≪公的活動≫のプロトタイプである 
show は have と共起した。≪記録活動≫のプロトタイプである note は have 
と共起しなかった。≪運動≫のプロトタイプである swim, walk は have と共
起した。プロトタイプ理論を援用することによって，≪記録活動≫以外の意
味グループとのコロケーションについては対処することができたが，≪記録
活動≫については，対処することができなかった。したがって，仮説Ⅰは棄
却される。
5-2．仮説Ⅱへの援用
仮説Ⅱの予測する通り，take は≪知覚≫，≪食物摂取≫，≪記録活動≫に
属す全ての事象名詞と共起したため，予測に反して take と共起した意味グ
ループへプロトタイプ理論を援用する。≪生理的活動≫のプロトタイプであ
る piss, shit は takeと共起した。≪運動≫のプロトタイプである swim, walk 
は takeと共起した。≪生理的活動≫，≪運動≫のプロトタイプと take との
コロケーションは，仮説Ⅱによって予測することができなかった。したがっ
て，仮説Ⅱは棄却される。
5-3．仮説Ⅲへの援用
仮説Ⅲの予測に反して，give と共起しなかった，あるいは共起した事象名
詞のグループにプロトタイプ理論を援用する。≪情緒的反応≫のプロトタイ
プである cry は give と共起したが，smile, laugh は共起しなかった。≪接触活
動≫のプロトタイプである touch は giveと共起しなかった。≪言語活動≫の
プロトタイプである talk は giveと共起したが，chat は共起しなかった。≪
公的活動≫のプロトタイプである show は giveと共起した。≪知覚≫のプロ
トタイプである look は giveと共起したが，仮説Ⅲによって予測することが
できなかった。プロトタイプ理論を援用することで，giveと≪公的活動≫の
プロトタイプとのコロケーションについては，対処することができたが，そ
れ以外の意味グループについては対処することができなかった。したがって，
仮説Ⅲは棄却される。
6．今後の課題
本稿で提示した仮説Ⅰ，仮説Ⅱ，仮説Ⅲは，全て棄却されたため，基本動
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詞の意味の記述とプロトタイプ理論に基づき，軽動詞の意味から，軽動詞と
共起する全ての事象名詞を予測することは困難であると言える。仮説Ⅰ，仮
説Ⅱ，仮説Ⅲの修正については，今後の課題としたい。
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